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次の問題から一つを選んで、エッセイ（小論文）を書きなさい。エッセイを書くにあたっては、

授業で学習した Part 3（ジャンル別の部門）の中の、少なくとも二作品に言及しなさい。なお、

Part 3の作品に加えて、Part 2（精読の部門）の同じジャンルの作品を扱ってもよいが、あくま

でも Part 3の作品を主にしてエッセイを書くこと。 

 

物語・小説 

 

1. 文学作品において、登場人物を取り巻く経済的状況が彼らの運命に影響を与える場合が多

くあります。そこに作者のどのような工夫が現れていますか。 

 

 

2. 人は理想と現実の違いに悩みます。あなたの学んだ文学作品において、それはどのように

描かれ、そこに作者のどのような意図が見られますか。 

 

 

 

随筆･評論 

 

3. 作者は自己の考えを分かり易く伝えるために、効果的な例を使用します。それはどのよう

に描かれ、そこに作者のどのような工夫が見られますか。 

 

 

4. 「死を認識することは、生をより良く知ることにつながる」という考え方について、あな

たの学んだ作品から例を挙げながら論じなさい。 

 

 

 

詩歌 

 

5. 詩歌において作者は、短い詩句に多くの想いを込めようとします。あなたの学んだ作品に

おいて、作者はそこにどのような工夫をしていますか。 

 

 

6. 詩歌において二つの対立する概念（生と死、希望と絶望など）が良く現れます。あなたの

学んだ作品では、それはどのように描かれていましたか。 
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戯曲 

 

7. 戯曲を読み終えた時、読者は様々な想い（怒り、喜び、疑問など）を呼び起こされます。

あなたの学んだ作品においては、それはどのようなものでしたか。またそれはどのような

効果を生んでいましたか。 

 

 

8. 文学作品において、小道具（舞台で使う衣類、宝石、武器、手紙等のこまごまとした道具）

が重要な役割をすることがあります。学んだ作品から詳しく例をあげて、この考えについ

て論じなさい。 

 

 

 

一般的設問 

 

9. 文学作品において日常的な動作（飲食、睡眠、洗顔、散歩など）が重要な役割をすること

があります。あなたの学んだ作品においてそれはどのように描かれていましたか、論じな

さい。 

 

 

10. 「夢は実現しないからこそ価値がある。」という考え方があります。この考えについて、

あなたの学んだ作品から例を挙げながら、論じなさい。 

 

 

11. 「何かを実現するためには多少の犠牲はやむを得ない」と考える人がいます。これについ

て、あなたの学んだ作品から例を挙げながら、論じなさい。 

 

 

12. 作品の舞台となっている土地の風土（その土地固有の気候・土地柄などの自然条件）が作

品に与える影響について、論じなさい。 


